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 ¥2,145,950  ¥2,376,390 

 ¥1,290,470 
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「動画サイトや画像専用ＳＮＳを見ていたら、突然『このクリームを使ったらシワが取れ
てマイナス○○歳肌に！？』や『たったの○○○円でつるつる美肌が手に入った！』などと
いう広告が流れてきた。そこには『定期縛りなし』と書いてあった。１回だけだと思って注
文したら２回目が届いた。いらないので商品を返して止めたい。請求書も届いたが払いたく
ない」というような相談が後を絶ちません。
　２回目以降も定期的に届くことから、【定期購入商法】と言われています。
　なぜ、お試し１回だけのはずが定期購入になってしまうのでしょうか？

購入条件（安い値段で買えるのは、定期購入を申し込んだ人だけなど）は、画面を下にス
クロールしたところにとても小さな文字で書いてあったりします。安く買えるのは定期購入
で申し込んだ人だけなのです。定期購入で申し込んだので、２回目が届くというわけです。

定期購入を止めるには、サイトに止める手続きをしなければなりません。これがなかなか
難しかったりします。電話をかけてもなかなか繋がらない、やっと繋がり止めたいと言った
ら、「２回目は発送済みだから止められるのは３回目以降だ」や「１回目で止めるなら定価
を払う必要がある」など、消費者の希望は通りません。定期購入と書かれていなかったので
申し込んだのだから止めたいと言っても、「申し込み時に『規約に同意する』をタップして
いる。規約には定期購入と書いてあるから止めることはできない」と応じないサイトも多々
あります。
このような事態を防ぐため、消費生活センターでは、申し込む前に「広告と申し込み最終

確認画面を写メ（またはスクリーンショット）する」ことをお勧めしています。定期購入と
書かれていない証拠を残すためです。サイトに証拠を提示することで、契約取消の交渉がで
きるのです。

　そもそも…定価よりかなり安く買えるのには…ワケがあると思ってください。
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